
 

 
 

ＣＶ－２２オスプレイの横田飛行場配備に関する 
横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会コメント 

 
本日、ＣＶ－２２オスプレイの横田飛行場配備について国から公表があり、これ

に先立ち、防衛省北関東防衛局が横田飛行場の所在する東京都と５市１町を訪問し、
説明がありました。国の公表及び説明によれば、米国政府は、太平洋地域における
安全保障上の懸念に対応するため、平成２９年に発表したスケジュールを変更し、
今年の夏頃に、５機のＣＶ－２２を横田飛行場へ配備する予定であり、また、配備
に先立ち、５機が今週後半に地域の安全保障の訓練のため、横田飛行場に一時的な
立ち寄りを行う、とのことです。更に、今後数年間で段階的に計１０機のＣＶ－２
２と約４５０人の人員を横田飛行場へ配備する予定である、とのことでした。 

 

当協議会は、これまでも国に対し、ＣＶ－２２オスプレイの配備とＭＶ－２２オ
スプレイの飛来に対する要請を行っており、今般のＣＶ－２２オスプレイの配備等
の説明を受け、国に対し、これまでの要請の趣旨を踏まえ、下記のとおり、口頭で
要請しました。 

 
＜ＣＶ－２２オスプレイの配備について＞ 
・ 国の責任において、地元自治体や周辺住民に対して、配備に関する事 
項の早急な説明、迅速かつ正確な情報提供を行うなど、十分な説明責任 
を果たすとともに、安全対策の徹底と環境への配慮等を米国に働きかけ 
ること。 

＜ＣＶ－２２オスプレイの一時的な立ち寄りについて＞  
 ・ 国の責任において、地元自治体や周辺住民に対して、迅速かつ正確な 

情報提供及び丁寧な説明を行うこと。 
 ・ 日米合同委員会合意の遵守はもとより、安全対策の徹底と騒音への 
  配慮を行うこと。 
 ・ 上記について、貴職から米軍へ申し入れること。 

 
これまで、横田飛行場に関する共通の諸問題については、横田飛行場の所在する

東京都と５市１町で構成される横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会を設
置し、連携し対応してまいりました。 

 
今後も、ＣＶ－２２オスプレイの配備について、国に対し、当協議会で協議の上、

対応していく考えです。 
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